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「寄居町議会だより」は、再生紙を使用しています。

愛される議会だよりを目指して

編集委員を2年間担当し、8回の「議

会だより」に携わりました。町民の

皆様に少しでも、分かりやすい、読

みやすいをモットーとしてきまし

たが十分でないことを痛感してい

ます。これからも親しみやすい「議

会だより」を目指し、創意工夫して

いきたいと考えています。（稲山）
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（委 員 長） （副委員長）

松 本 　 勇

田母神節子 石 井 康 二

大 平 久 幸 岡 本 安 明
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坂本全平（西部・風布）

　
標
高
５
８
０
メ
ー
ト
ル
の
霊
峰

釜
伏
山
の
両
手
を
広
げ
た
よ
う
な

山
並
が
南
か
ら
東
へ
、
そ
し
て
北

へ
と
連
な
り
、
こ
の
谷
間
を
ぬ
う

よ
う
に
南
西
か
ら
北
東
へ
と
大
小

の
峡
谷
や
小
さ
な
滝
を
つ
く
り
な

が
ら
荒
川
へ
と
流
れ
こ
ん
で
い
る
の
が
風
布

川
、そ
し
て
こ
の
流
域
の
中
流
部
が﹁
に
ほ
ん

の
里 

風
布
﹂で
す
。そ
の
風
布
の
見
所
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

一
、
男
釜
女
釜
は
名
水
の
源
泉
釜
山
神
社
と

釜
伏
神
楽

二
、百
畳
敷
岩
と
険
し
い
断
崖
。天
然
記
念
物

の
風
鈴
つ
つ
じ

三
、姥
宮
神
社
と
千
年
杉
、胎
内
く
ぐ
り
は
安

産
の
神

や

ま

と

四
、風
布
川
の
夫
婦
岩
と
夫
婦
滝
、日
本
の
里

と
風
布
館

五
、
流
域
の
早
春
は
カ
タ
ク
リ
の
花
と
ま
も

な
く
ま
ぶ
し
い
新
緑
が

六
、
中
間
平
は
緑
地
公
園
と
百
万
ド
ル
の
夜

景
に
エ
キ
ナ
セ
ア

七
、釜
伏
峠
と
関
所
跡
。鎌
倉
街
道
の
道
す
が
ら

八
、秋
の
味
覚
は
み
か
ん
狩
り
、山
並
あ
ふ
れ

る
紅
葉
狩
り

九
、葉
原
峠
は
浦
高
百
年
の
森
、仲
良
く
並
ん

で
浦
和
一
女
の
森
づ
く
り

十
、森
林
整
備
の
大
き
な
施
策
は
、水
源
林
の

ぶ

い
く

撫
育
保
全
の
救
世
主

　
続
い
て
、
歴
史
と
季
節
の
ロ
マ
ン
を
紹
介

し
ま
す
。

さ
い

一
、
秩
父
事
件
と
塞
神
峠
先
人
た
ち
の
ワ
ラ

ジ
履
き
と
尻
ぱ
し
ょ
り
が
目
に
浮
か
ぶ

こ
ん

ぴ

ら

二
、琴
比
羅
山
は
風
布
組
の
集
結
地︵
明
治
十

七
年
︶

三
、
同
山
は
秩
父
事
件
の
百
周
年
記
念
観
音

様
建
立
と
百
十
周
年
は
追
念
碑
、百
二
十

年
は
草
の
乱
上
映

四
、早
春
の
ロ
ウ
梅
と
、三
月
末
は
カ
タ
ク
リ

が
満
開

五
、
初
恋
の
甘
い
香
り
は
初
夏
を
彩
る
ミ
カ

ン
花

か

六
、初
夏
の
六
月
は
、幻
想
的
な
ホ
タ
ル
と
河

じ
か
が
え
る

鹿
蛙
の
ラ
ブ
コ
ー
ル

七
、風
の
道
お
い
ら
せ
は
、四
季
を
通
じ
て
の

恋
の
道

　
山
村
風
布
は
昭
和
18
年
に
寄
居
町
に
合
併

し
、66
年
が
た
ち
ま
し
た
。当
時
と
比
較
は
で

き
ま
せ
ん
が
、多
様
な
施
策
を
い
た
だ
き
、お

か
げ
さ
ま
で
安
心
安
全
の
く
ら
し
が
で
き
る

里
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
里
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

み

ず

春
と
ま
や
霊
峰
仰
ぎ
名
水
を
汲
む

と

わ

ふ
る
里
の
万
緑
の
山
は
永
久
な
れ
ど
　

遺
せ
し
も
の
は
紙
よ
り
も
薄
く

く

や
が
て
身
は
に
ほ
ん
の
里
に
朽
ち
る
と
も

八
十
路
の
歩
み
に
悔
い
は
な
し

 

全 

平

町議会では、２月に総務・文教厚

生・産業建設の３常任委員会と、

三ヶ山地域開発調査特別委員会

の４委員会による、初の「合同視

察」を行いました。（詳しくは16・

17ページをごらんください）

所属委員会以外の勉強にもな

り、大きな成果を得られ、大変好

評でした。今後も継続して実施

していく考えです。
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